
昭
和
四
十
七
年
総
理
府
令
第
六
十
号

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
裁
定
庁
に
対
す
る
申
出
に
関
す
る
総
理
府
令

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
附
則
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
裁
定
庁
に
対
す
る
申
出
に
関
す
る
総
理
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
様
式
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
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様
式
第
二

峨
斌
飾
Z

a－
年
の
灘
揮
を
精
聾
す
る
回
帯
。
申
立
書

4

卸
量
膏
削
除
制

γaaqf

叫
庇
帯
の
隠
付

錦
織
法
輔
の
仰
簡
を
改
悪
’
る
肱
悌
磁
調
間
十
七
年
鵠
縛
榔
八
十
意
耐
削
榔
十
A
織
の
…
規
熔
に
よ
民
指
の

思
鋤
に
帰
る
崎
球
繍
島
民
政
情
聴
闘
闘
を
迅
嚇
し
た
も
の
と
み
立
芯
れ
た
日
織
の
趨
職
年
の
組
算
酔
翁
聾
す
る
習
を
蹴
申

し
立
て
ま
す
由鮒
和

• 

総
潮
府
思
紬
閥
単
開
敗

時

日

公
締
幽
聞
と
の
揚
分
関
係

本

欄

現

健

所

民
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